
◎校則について考える会 ～防寒具について～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防寒具について生徒会、評議委員と話し合いを行い、上記のように変更することになりました。 

昨年度の冬はジャージ登下校のため、部活動等で使用しているベンチコートやウィンドブレーカーを

認めていました。 

今年度は制服登下校となりますが、昨年度と同様、ブレザーの上にベンチコートやウィンドブレーカ

ー、または家庭にあるジャンパーを着用することを認めます。ただし、際限がなくなってしまうため、

派手な色やデザインのものは避けるようにしましょう（色やデザインの判断に迷ったら、まずは担任の

先生に相談しましょう）。 

 

 

現行 
 

・防寒のためのセーター、ベスト、カーディガン等を着用す

る場合は落ち着いた色（紺・黒・グレー）のものを着用し、

派手な色やデザインのものは避ける。襟は V ネックのもの

が望ましい。なお、着用に際しては、ブレザーの下に着るも

のとし、防寒具は袖や裾から見えないように着こなす。 

 

・授業中等、セーターやカーディガン姿で生活は送らない。 

 

・防寒コートについては落ち着いた色（紺・黒・グレー）の

ものとし、P コートやダッフルコートが望ましい。ジャンパー

やベンチコートは禁止とする。 

 

・マフラーや手袋、ストッキングは、標準服とつりあいのとれ

た落ち着きある色合いのものが望ましい。  

改訂後 
 

・防寒のためのセーター、ベスト、カーディガン等を着用す

る場合は落ち着いた色（紺・黒・グレー）のものを着用し、

派手な色やデザインのものは避ける。襟は V ネックのもの

が望ましい。なお、着用に際しては、ブレザーの下に着るも

のとし、防寒具は袖や裾から見えないように着こなす。 

 

・授業中等、セーターやカーディガン姿で生活は送らない。 

 

・防寒コート等は派手な色やデザインを避ける。 

 

 

 

・マフラーや手袋、ストッキングは、標準服とつりあいのとれ

た落ち着きある色合いのものが望ましい。  


